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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 5月 30日 (2006.5.30)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 板 の 主 面 上 に 、 熱 酸 化 さ せ る こ と に よ っ て 除 去 可 能 な 材 料 に よ っ て 中 間 層 を 形 成 す る
工 程 （ ａ ） と 、
　 前 記 中 間 層 材 料 の 粉 体 き 付 け て 堆 積 さ せ る 噴 射 堆 積
法 を 用 い 脆 性 材 料 層 形 成 す る 工
程 （ ｂ ） と 、
　 前 記 中 間 層 を 熱 酸 化 さ せ て 除 去 す る こ と に よ り 、 前 記 構 造 物 か ら 前 記 基 板 を 剥 離 す る 工
程 （ ｃ ） と 、
を 具 備 す る 構 造 物 の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ６ 】
　 工 程 （ ｂ ） が 、 前 記 導 電 体 層 を 形 成 し 、

材 料 の 粉 体 き 付 け て 堆 積 さ せ る こ と に よ り
性 材 料 層 を 形 成 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 記 載 の 構 造 物
の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 構 造 物 の 製 造 方 法 は 、 基 板 の 主 面 上 に 、 熱 酸 化
さ せ る こ と に よ っ て 除 去 可 能 な 材 料 に よ っ て 中 間 層 を 形 成 す る 工 程 （ ａ ） と 、 該 中 間 層

材 料 の 粉 体 き 付 け て 堆 積 さ せ る 噴 射 堆 積 法 を

が 形 成 さ れ た 前 記 基 板 に 向 け て を 吹
少 な く と も る こ と に よ り 、 を 含 む 構 造 物 を 前 記 中 間 層 上 に

中 間 層 上 に 前 記 中 間 層 及 び 前 記 導 電 体 層 が 形 成
さ れ た 前 記 基 板 に 向 け て を 吹 、 導 電 体 層 及 び 脆

を 含 む 構 造 物

が
形 成 さ れ た 前 記 基 板 に 向 け て を 吹 少 な く と も



用 い 脆 性 材 料 層 形 成 す る 工 程 （ ｂ ） と 、 中
間 層 を 熱 酸 化 さ せ て 除 去 す る こ と に よ り 、 構 造 物 か ら 基 板 を 剥 離 す る 工 程 （ ｃ ） と を 具 備
す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 し く 説 明 す
る 。 な お 、 同 一 の 構 成 要 素 に は 同 一 の 参 照 番 号 を 付 し て 、 説 明 を 省 略 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 構 造 物 の 製 造 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 ま
た 、 図 ２ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 構 造 物 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 本 実 施 形 態
に お い て は 、 脆 性 材 料 層 を 含 む 複 数 の 層 に よ っ て 構 成 さ れ る 積 層 構 造 体 を 製 造 す る 。 例 え
ば 、 脆 性 材 料 と し て 誘 電 体 （ 強 誘 電 体 ） を 用 い 、 そ の 両 に 電 極 が 形 成 さ れ た 積 層 構 造 体
は 、 コ ン デ ン サ 等 に 利 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 脆 性 材 料 と し て Ｐ Ｚ Ｔ （ チ タ ン 酸 ジ ル
コ ン 酸 鉛 ： Pb(lead) zirconate titanate） 等 の 圧 電 材 料 を 用 い た 積 層 構 造 体 は 、 超 音 波
撮 像 装 置 に お い て 超 音 波 を 送 受 信 す る 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ や 、 圧 電 ア ク チ ュ エ ー タ 等
に 利 用 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ の 工 程 Ｓ １ に お い て 、 図 ２ の （ ａ ） に 示 す よ う に 、 基 板 １ ０ を 用 意 し 、 そ こ に 中 間
層 １ １ を 形 成 す る 。 基 板 １ ０ と し て は 、 例 え ば 、 シ リ コ ン や 、 ガ ラ ス や 、 サ フ ァ イ ア や 、
ア ル ミ ナ （ Ａ ｌ ２ Ｏ ３ ） や 、 Ｓ Ｕ Ｓ （ 特 殊 用 途 鋼 ） 等 が 用 い ら れ る 。 こ の よ う な 基 板 １ ０
に 、 ポ リ イ ミ ド フ ォ ト レ ジ ス ト を 、 ス ピ ン コ ー タ を 用 い て 、 厚 さ が ０ ． ５ ミ ク ロ ン に な る
よ う に 回 転 数 を コ ン ト ロ ー ル し な が ら 基 板 １ ０ 上 に 塗 布 す る 。 さ ら に 、 塗 布 さ れ た ポ リ イ
ミ ド フ ォ ト レ ジ ス ト を ベ ー キ ン グ に よ っ て 乾 燥 さ せ る こ と に よ り 、 中 間 層 １ １ が 形 成 さ れ
る 。 な お 、 中 間 層 １ １ の 材 料 と し て は 酸 化 に よ っ て 分 解 さ れ る 熱 分 解 性 ポ リ マ ー を 用
い る こ と が で き 、 例 え ば 、 ポ リ イ ミ ド や 、 Ｐ Ｍ Ｍ Ａ （ ポ リ メ チ ル メ タ ク リ レ ー ト ） や 、 ノ
ボ ラ ッ ク 樹 脂 系 や 、 エ チ ル セ ロ ソ ル ブ ア セ テ ー ト 系 や 、 ナ フ ト キ ノ ジ ア ミ ド 系 を 含 む そ
の 他 の レ ジ ス ト 材 料 が 挙 げ ら れ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 図 ２ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 Ｐ Ｚ Ｔ 層 １ ４ の 上 に 、 ス パ ッ タ 法 を 用 い て チ タ ン
層 １ ５ 及 び 白 金 層 １ ６ を 成 膜 す る 。 こ れ に よ り 、 圧 電 材 料 の 両 に 電 極 が 形 成 さ れ た 振 動
子 の 構 造 が 形 成 さ れ る 。 更 に 、 白 金 層 １ ６ の 上 に 、 Ｐ Ｚ Ｔ 層 、 チ タ ン 層 、 及 び 白 金 層 を 所
望 の 回 数 だ け 順 次 積 層 す る こ と に よ り 、 複 数 層 を 有 す る 積 層 構 造 体 を 形 成 し て も 良 い 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】

(2) JP 2005-120440 A5 2006.7.13

る こ と に よ り 、 を 含 む 構 造 物 を 前 記 中 間 層 上 に

側

、 熱

ン

側



【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ の 工 程 Ｓ ３ に お い て 、 例 え ば 、 ５ ０ ０ ℃ の 空 気 中 に お い て 約 ２ 時 間 熱 処 理 を 行 う こ
と に よ り 、 ポ リ イ ミ ド フ ォ ト レ ジ ス ト 膜 を 熱 酸 化 さ せ て 分 解 す る こ と に よ り 、 中 間 層 １ １
を 除 去 す る 。 れ に よ り 板 １ ０ が 剥 離 さ れ

る 。 必 要 で あ れ ば 、 こ の 後 で 、 積 層 構 造 体 １ ２ ～ １ ６ を 焼 成 し て も 良 い 。
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 形 成 さ れ た 積 層 構 造 体 に 負 荷 を か け る こ と
な く 、 基 板 を 容 易 に 剥 離 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に お い て 形 成 さ れ る 各 層 の 厚 さ に つ い て 、 詳 し く 説 明 す る 。
　 図 ４ は 、 中 間 層 の 厚 さ ｔ （ μ ｍ ） と Ａ Ｄ 法 に よ っ て 形 成 さ れ た Ｐ Ｚ Ｔ 層 の 成 膜 レ ー ト と
の 関 係 を 示 し て い る 。 図 ４ に お い て 、 縦 軸 の 成 膜 レ ー ト は 、 成 膜 が 良 好 に 行 わ れ た 範 囲 に
お け る 成 膜 レ ー ト を １ と し て 規 格 化 す る と 共 に 、 規 格 化 さ れ た 成 膜 レ ー ト に 剥 離 可 能 性 を
掛 け た 値 を 示 し て い る お 、 一 般 に 、 成 膜 レ ー ト は 、 原 料 の 単 位 消 費 量 に 対 す る 膜 厚 に
よ っ て 表 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 中 間 層 を 設 け る こ と に よ り 、 構 造 体 の 最 下 層 （ 図 ２ に お い
て は 、 チ タ ン 層 １ ２ ） と 基 板 と の 間 の 相 互 作 用 を な く し て 両 者 を 剥 離 す る こ と が 可 能 に な
る 。 ま た 、 ０ ＜ ｔ ≦ ０ ． ７ μ ｍ の 範 囲 に お い て は 、 良 好 な 成 膜 レ ー ト が 示 さ れ て い る 。 そ
し て 、 厚 さ ｔ が ０ ． ７ μ ｍ と な る 付 近 か ら 徐 々 に 成 膜 レ ー ト が 低 下 し 始 め 、 厚 さ ｔ が １ ．
０ μ ｍ と な る 付 近 に お い て 、 成 膜 レ ー ト が ０ ． ８ を 下 回 る よ う に な る 。 さ ら に 、 厚 さ ｔ が
１ ． ０ μ ｍ を 越 え る と 、 成 膜 レ ー ト が 急 激 に 低 下 し 始 め 、 厚 さ ｔ が ２ ． ４ μ ｍ を 超 え る と
、 Ａ Ｄ 法 に よ る 成 膜 が 不 可 能 に な る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 白 金 層 １ ３ の 厚 さ を ５ ０ ｎ ｍ 以 上 と す る 理 由 は 、 次 の 通 り
で あ る 。 即 ち 、 Ａ Ｄ 法 に お い て は 、 原 料 の 粉 体 が 下 層 （ 図 １ に お い て は 、 白 金 層 １ ３ ） に
食 い 込 む 現 象 （ 「 ア ン カ ー リ ン グ 」 と 呼 ば れ る ） が 生 じ る 。 こ の ア ン カ ー リ ン グ に よ っ て
生 じ る ア ン カ ー 層 （ 粉 体 が 食 い 込 ん だ 層 ） の 厚 さ は 、 下 層 の 材 質 や 粉 体 の 速 度 等 に よ っ て
異 な る が 、 一 般 に は 、 １ ０ ｎ ｍ ～ １ ０ ０ ｎ ｍ 程 度 で あ る 。 従 っ て 、 十 分 に ア ン カ ー リ ン グ
を 生 じ さ せ て Ｐ Ｚ Ｔ 層 と 白 金 層 と を 密 着 さ せ る と 共 に 、 白 金 層 の 導 電 性 を 良 好 に 機 能 さ せ
る た め に は 、 白 金 層 の 厚 さ が 少 な く と も ５ ０ ｎ る こ と が 望 ま し い か ら で あ る 。 ま た 、
白 金 層 １ ３ の 厚 さ を １ ５ ０ ｎ ｍ 以 下 と す る 理 由 は 、 中 間 層 と 同 様 に 、 白 金 層 の ク ッ シ ョ ン
性 が 大 き す ぎ る と 、 Ｐ Ｚ Ｔ 層 が 堆 積 し 難 く な る か ら で あ る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
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そ 、 基 て 、 図 ２ の （ ｃ ） に 示 す 積 層 構 造 体 １ ２ ～
１ ６ が 得 ら れ

。 な

所 定 の 範 囲 内 の 厚 さ を 有 す る

ｍ あ



【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 Ａ Ｄ 法 を 用 い て 形 成 さ れ た 脆 性 材 料 層 を 含
む 構 造 物 か ら 、 基 板 を 容 易 に 剥 離 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 電 極 層 や 脆 性 材 料 層 の 形 成
を 含 む 一 連 の 成 膜 工 程 を 終 え て か ら 次 の 工 程 に 移 行 す る こ と が で き る の で 、 構 造 物 の 最 下
層 に 別 途 電 極 層 を 成 膜 す る と い っ た 手 間 を 要 す る こ と が な く な る 。 ま た 、 上 層 に Ａ Ｄ 法 を
用 い て 脆 性 材 料 層 が 形 成 さ れ た 電 極 層 を 、 基 板 を 剥 離 し た 後 に そ の ま ま 使 用 で き る の で 、
両 者 の 強 固 な 密 着 性 を 維 持 す る こ と が 可 能 に な る 。
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 誘 電 体 層 の 両 に 電 極 層 が 形 成 さ れ た 積 層 構 造 体 を 製 造 し た が
、 脆 性 材 料 層 の み の 単 層 の 構 造 物 を 製 造 し て も 良 い 。

(4) JP 2005-120440 A5 2006.7.13
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